
ひきこもりには誤解や偏見がつきまといやすく、ひきこもり
状態にある本人が自ら支援を求めることが難しいことから、
その状況が長期化しやすいとされています。
大学生のひきこもりについて理解を深め、本人が声を上げる

まで、またその後についても周囲がどのように寄り添った
かかわりが行えるかを考える機会とします。

大阪大学キャンパスライフ健康支援・相談センター

障がいの理解を深めるシンポジウム Ⅳ

大学生のひきこもりへの理解と支援

日時：2025年2月28日（金）13:30~16:00

会場：大阪大学 箕面キャンパス 1F 大講義室
参加費：無料

対象：学内外関係なく本イベントの内容に興味のある方

申込：以下のフォーム、またはQRコードよりお申し込みください。
https://forms.office.com/r/HebEGbfBvC

〆切：2025年2月25日（火）17時 （定員 200名）

本シンポジウムでは、手話通訳および文字通訳がつきます。
障害等の理由により、その他の調整が必要な方は、2月18日（火）までにご連絡ください。

詳細は以下のWEBサイトよりご確認ください。
https://acs.hacc.osaka-u.ac.jp

問い合わせ 大阪大学 キャンパスライフ健康支援・相談センター 相談支援部門 （担当：永井・平野）
06-6850-6107 info@hacc.osaka-u.ac.jp

大学生のひきこもりへの理解と支援

－孤立を防ぐかかわり方

登壇者

〈講師／シンポジスト〉

〈シンポジスト〉

〈モデレーター〉

久保 浩明
宮崎大学 医学部

臨床神経科学講座 精神医学分野
助教／臨床心理士・公認心理師

三平 真理
一般社団法人 キャリアブリッジ
理事／公認心理師・臨床心理士
「豊中市若者支援総合相談窓口」

統括責任者

根岸 和政
大阪大学大学院 工学研究科
レジリエンスサポート＆
トレーニングセンター
准教授／公認心理師

望月 直人
大阪大学 キャンパスライフ健康支援・

相談センター／准教授

ひきこもり状態にある本人や、
その家族、宮崎県の地域における
ひきこもり支援体制構築に関する
活動や臨床研究に取り組んでいる。

プログラム 13:00 開場・受付

・講演（13：35～14：35）

「大学生のひきこもりへの理解」 〈講師〉 久保 浩明先生

・シンポジウム（14：45～15：55）

「ひきこもり状態の大学生に向けた寄り添う支援とは」
〈シンポジスト〉

久保 浩明先生 ・ 根岸 和政先生 ・ 三平 真理先生
〈モデレーター〉

望月 直人
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